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この章では、 COSMOSDesignSTAR における次の機能強化点について説明し ます :

一般

新しいス タデ ィ タ イプ

解析ス タデ ィ

荷重と拘束条件

メ ッ シュ

静解析ス タデ ィ におけるボン ド と接触

結果表示

下記の機能強化は特に記載のない限り、 COSMOSDesignSTAR 

Designer 以上の製品で使用できます。 (P) と記された機能強化
は、 COSMOSDesignSTAR Professional 以上の製品で使用でき

ます。 (A) と記された機能強化は、 COSMOSDesignSTAR 
Advanced Professional でのみ使用できます。
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一般 (General)

･ グラ フ ィ ッ クス領域で面を選択する と、 COSMOS AnalysisManager の梁 (Beams)、
シ ェル要素 (Shells)、 あるいは固体 (Solids) のフ ォルダが展開され、 関連するボデ ィ や
構成部品がハイ ラ イ ト 表示されます。

･ 圧力 (Pressure) PropertyManager、 応力プロ ッ ト (Stress Polt)PropertyManager、 オプ
シ ョ ン (Options) ダイアログボ ッ クス、 および材料 (Material) ダイアログボ ッ クスの 3
つのタ ブを含む多 く の箇所で、 N/mm2 (MPa) の単位が利用可能にな り ま し た。

･ 新しい CommandManager によ り、 COSMOSDesignSTAR イ ン ターフ ェ イスのアクセス
が容易にな り ま し た。 CommandManager は、 アク テ ィ ブなス タデ ィ の種類や状態に対
応する状況依存のイ ン ターフ ェ イスです。

･ (A) 非線形解析のシ ェルに対し てニチ ノ ール 材料を使用する こ とが可能です。

･ COSMOSDesignSTAR Dynamics 及び COSMOSDesignSTAR Trend Tracking 向けに新し
いツールーバーが追加されま し た。

解析ア ド バ イザ (Analysis Advisor)

タ スクパネルの解析ア ドバイザ  が以下を含む形で
強化されま し た :

･ 荷重、 拘束、 接触条件の設定を支援する情報。

･ 荷重、 拘束、 接触条件の例題データベース。 い
く つかの例が表示されます。 例題データベース
に対し ては、 例題の追加、 編集、 削除による カ
ス タ マイズを行う こ とが可能です。

超弾性 Mooney-Rivlin 及び Ogden 材料 (A)

非線形解析の Mooney-Rivlin および Ogden 材料モデルに対し て応力 - ひずみ曲線を使用し て
いる場合に、 プログラムが計算し た定数を表示する こ とが可能です。 定数は、 ス タデ ィ に
対するアクテ ィ ブな結果フ ォルダに拡張子 .log を用いたテキス ト フ ァ イルで保存されます。

厚みや材料で表示 される シ ェ ル要素 (Shells Displayed by Thickness or Material)

シ ェル要素の表示を、 その厚みや材料によ り色
分けする こ とが可能です。 COSMOS 
AnalysisManager においてシ ェル要素 (Shells) フ ォ
ルダを右ク リ ッ ク し、 適切なオプシ ョ ンを選択
し て く ださい。 右の図では、 1 つの面の厚みが 
1"、 底面の厚みが 2" と なってお り、 残りは割り
当てが行われていないため透明に表示されてい
ます。

シ ェル要素の厚みや材料を反映し た メ ッ シュ品
質プロ ッ ト を作成する こ と も可能です。 このプ
ロ ッ ト を作成するには、 メ ッ シュ (Mesh) を右ク
リ ッ ク し、 メ ッ シュ プロ ッ ト 作成 (Create Mesh 
Plot) を選択し ます。
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新 し いス タ デ ィ タ イ プ (New Study Types)

線形動的ス タ デ ィ (A)(Linear Dynamic Study) 

静解析では、 荷重が一定かまたは完全な値に到達するまでに非常に時間をかけて適用され
る ものと し て見な されます。 この仮定によ り、 モデルにおけるすべての位置で速度と加速
度もゼロ と見な されます。 結果と し て、 静解析ス タデ ィ は慣性力と減衰力を無視し たもの
と な り ます。

一方、 多 く の位置では、 時間が掛からなかった り、 あるいは時間や固有値によ り変化する
荷重の適用が行われます。 このよ う な場合に、 動的ス タデ ィ を使用し ます。

線形動的ス タデ ィ は固有値解析ス タデ ィ に基づいたものです。 ソ フ ト ウェ アは、 それぞれ
のモー ドの影響を荷重環境に累積する こ とによ り、 モデルの応答を計算し ます。 ほとんど
の場合、 低いモー ドのみが応答に対し て顕著に影響を与えます。 モー ド影響は、 荷重の固
有値内容、 大き さ、 方向、 所要時間、 および位置に依存し ます。

解析に含まれる最も高いモー ドの固有値は、 荷重負荷時の固有値よ り高 く なる必要がある
かも しれません。 解析に含めるモー ド数の決定は、 固有値解析ス タデ ィ で計算される質量
寄与率を基に行う こ とが可能です。 一般的な指標と し ては、 モーシ ョ ン方向に対する最小
80% の質量寄与が推奨されています。

動的荷重

動的荷重は一般的に決定論的なものと非決定論的なものに分類できます。 決定論的荷重は、
時間の関数によ り十分に定義されたものであ り、 正確な予測が行えるのです。 このよ う な
荷重と し ては、 調和、 周期、 あるいは非周期があ り ます。 荷重が決定論的なものであれば、
結果もまた決定論的なものと な り ます。 非決定論的荷重は時間の関数による十分な定義が
行えないものであ り、 統計的なパラ メ ータによ り記述されます。 荷重が非決定論的なもの
であれば、 結果もまた非決定論的なものと な り ます。

動的ステデ ィ では、 振動系エネルギーが様々な減衰メ カニズムよ り消費されます。 以下の
種類の減衰が 利用可能です :

･ モーダル

･ レ イ リー

･ 複合モーダル

･ 集中ダンパ ( モーダル時刻歴解析ス タデ ィ のみ )

異なる荷重環境を取り扱う ために、 COSMOSDesignSTAR では 3 種類の線形動的ス タデ ィ が
提供されます :

･ モーダルの時刻歴

･ 調和解析

･ 不規則振動

前述の指標によ り、 モー ド数を増やし ながら何回かの繰り返
し を行う こ とが、 正しい結果への収束を判断する助けと なる
こ とが分かり ます。

ヘルプの 減衰効果 (Damping Effects) を参照し て く だ さい。
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モーダル 時刻歴解析

それぞれの荷重の時間による変動が明示的に分かってお り、 時間の関数と し ての応答に興
味がある場合には、 モーダル時刻歴解析を使用し ます。 一般的な荷重には以下が含まれま
す :

･ 衝撃 ( パルス ) 荷重

･ 一般的な時間依存性荷重 ( 周期性または非周期性 )

･ 一様基礎地盤振動 ( すべての支持に適用される変位、 速度、 あるいは加速度 )

･ 多支点地盤振動 ( 選択された支持に適用された変位、 速度、 あるいは加速度 ))

ス タデ ィ の実行後は、 異なる時間ステ ッ プの変位、 応力、 ひずみ、 反作用力等を確認する
こ とが可能です。 また、 指定箇所における結果をグラ フ化する こ と も可能です。

調和解析

モデルに調和性荷重のみがかかる場合には、 調和解析を使用し ます。 調和荷重 P は P = A 
sin (w t+F) によ り数式化されます。 この式で A は振幅、 w は固有値、 t は時間、 F は位相角を
表し ます。 下図では、 振幅が同じ A で固有値と位相角の異なる、 時間に対する調和荷重の
例を示し ます :

モーダル時刻歴ス タデ ィ を作成し、 時間の関数で荷重を定義する こ と もできますが、 時間
による応答の過渡変動には興味がない場合もあ り ます。 そのよ う な場合は、 調和解析を使
用し て、 目的とする動作固有値におけ定常最大応答を解析する こ と で、 時間と リ ソースの
節約が行えます。

衝撃荷重 周期性荷重 非周期性荷重

時間

振幅 振幅 振幅

時間

時間

固有値 = 2 Hz 固有値 = 5 Hz

振幅 振幅

時間 時間
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調和解析に対する入力の例を図に示し ます。
調和荷重の最大振幅が、 動作固有値に対し プ
ロ ッ ト されています。

ス タデ ィ に実行後は、 動作固有値にわたる最
大応力、 変位、 加速度、 および速度の確認が
行えます。

たと えば、 試験テーブルに設置されたモー

ターの場合、 調和荷重をボル ト を通し て、 支

持システムへ伝達し ます。 この支持システム

をモデル化し、 調和解析ス タデ ィ を定義する

こ と で、 モーターの動作固有値幅における定

常最大変位や応力等の評価を行う こ とが可能

にな り ます。
固有値解析

振幅
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不規則振動 (Random Vibration)

不規則振動ス タデ ィ は、 非決定論的荷重による応答を計算する場合に使用し ます。 非決定
論的荷重には以下のよ う なものが含まれます : 

･ でこぼこな道を走る車の車輪に対し て発生する荷重

･ 地震によ り発生する基本加速度

･ 乱気流によ り発生する圧力

･ 海波や強風によ り発生する圧力

時間に対する ラ ンダム荷重の例を図に示し ます。

ラ ンダム振動ス タデ ィ では、 荷重が PSD(Power Spectral 
Density) 関数によ り統計的に表現されます。 PSD の単位は荷重
単位の二乗と固有値の関数です。 た と えば、 圧力に対する
PSD 単位の曲線は、 Hz に対する (psi)2/Hz で構成されます。

以下に PSD 曲線の例を示し ます。 X 軸では、 広い固有値幅に明確に対応するために、 対数

目盛が使用されています。

ス タデ ィ の実行後は、 特定の固有値における変位、 速度、 および応力の RMS (Root-Mean-

Square) 結果や PSD 結果プロ ッ ト する こ とが可能です。 また、 特定の位置の固有値に対す

る結果をグラ フ化する こ と も可能です。

ヘルプの 動解析を使用する場合 (When to Use Dynamic Analysis) を
参照し て く ださい。

振幅

時間

固有値 (Hz)

振幅 2/ Hz
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非線形動的ス タ デ ィ (A)(Nonlinear Dynamic Study) 

モデルに非線形材料が含まれていた り、 大変形が発生する場合には、 線形動的ス タデ ィ を
使用できません。 非線形動的ス タデ ィ は時間領域内で解析されます。 線形動的ス タデ ィ と
異な り、 非線形動的ス タデ ィ ではモー ド形状と固有値の抽出が必要あり ません。 荷重は、
モーダル時刻歴ス タデ ィ と同様に時間に対し て定義されます。

多 く の非線形静解析ス タデ ィ では時間を擬似変数と し て載荷を進めるのに対し て、 動的ス
タデ ィ における時間は常に実変数と な り ます。

たと えば、 モデルが大変形を発生しやすい薄い部品で構成され、 超弾性材料モデルを含み、
衝撃荷重にさ ら される場合には、 非線形動的ス タデ ィ が推奨されます。

線形動的ス タ デ ィ の例 (A)(Example of Linear Dynamic Study) 

線形動解析のモーダル時刻歴ス タデ ィ を作成し、 スラムダン クによる衝撃荷重にさ ら され
るバスケ ッ ト ボールリムの応答を検証し ます。

衝撃荷重下にあるバスケ ッ ト ボールリムの応答をシ ミ ュ レー ト するには :

1 COSMOSDesignSTAR\Geometry\COSMO
S\Examples\Basketball_rim.sldprt を開き
ます。

2 COSMOS AnalysisManager で固有値
(Frequency) を右ク リ ッ ク し、 新規動的
ス タデ ィ へコ ピー (Copy to New 
Dynamic Study) を選択する こ とによ
り、 線形動的ス タデ ィ を作成し ます。

3 ダイアログボ ッ クスで ：

a) ス タデ ィ 名 (Study Name) に 
Dynamic_First を入力し ます。

b) 線形動的ス タデ ィ タ イプ (Linear 
Dynamic Study Type) でモーダル時
刻歴解析 (Modal Time History 
Analysis) を選択し ます。

c) OK を ク リ ッ ク し ます。

既存の固有値解析ス タデ ィ から動的ス タデ ィ を作成する と、 固有値解析の材
料プロパテ ィ 、 拘束、 および結果が新しい動的ス タデ ィ にコ ピーされます。 
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4 動的ス タデ ィ のプロパテ ィ 設定を行う には、 Dynamic_First を右ク リ ッ ク し、 プロパテ ィ
(Properties) を選択し ます。

a) 固有値解析オプシ ョ ン (Frequency Options) において、 計算する固有値数 (Number of 
frequencies) に 5 を設定し ます。

b) 動的オプシ ョ ン (Dynamic Options) において、終了時間 (End time) に 0.8、および時間ス
テ ッ プ (Time increment) に 0.0005 を設定し ます。 .

5 荷重 / 拘束 (Load/Restraint) を右ク リ ッ ク し、 集中荷重 (Force) を選択し ます。 

a) 荷重のための面、 エ ッ ジ、頂点 (Faces, Edges, Vertices for Force) に対し て リムの正面
中央部分を選択し ます。

b) 方向を指定するための面、 エ ッ ジ、 平面、 軸 (Face, Edge, Plane, Axis for Direction) に
対し て Front Plane を選択し ます。

c) 参照面の第二方向 (Along Plane Dir 2) を選択し、 260 (lb) を入力し ます。

d) 反対方向 (Reverse direction) を ク リ ッ ク
し ます。

e) 時刻歴による遷移状況 (Variation with 

Time) でカーブ (Curve) を選択し、 編集

(Edit) を ク リ ッ ク し ます。 以下の値を

荷重カーブデータ と し て入力し ます。

f) OK を ク リ ッ ク し ます。

g) を ク リ ッ ク し ます。

6 減衰 (Damping) を右ク リ ッ ク し、 設定 /
編集 (Edit/Define) を選択し ます。

a) オプシ ョ ン (Options) においては、 モー
ダル減衰 (Modal damping) を選択し ま
す。

b) 減衰比 (Damping Ratios) において、減衰
比 (Damping Ratio) カ ラムに 0.05 を入力
し ます。

c) を ク リ ッ ク し ます。

時間ステップにおいて、求めた次数の周期の最も小さい値の 10 分の 1 を使用
することを推奨します。この例題ではモード形状 5 の周期 結果は 0.0055 で
す。

点 X Y

1 0 1.0

2 0.4995 1.0

3 0.5 0

4 10 0

0.5 X ( 時間 )

Y ( 大き さ )
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7 結果オプシ ョ ン (Result Options) を右ク リ ッ ク し、設定 / 編集 (Edit/Define) を選択し ま
す。 

a) 応答プロ ッ ト (Locations for graphs) ボ ッ クスにおいて、 点 1( Point 1) を選択し ます。

b) を ク リ ッ ク し ます。

8 平均要素サイズ (Global Size) に 0.8in を用いてモデルのメ ッ シュ化を行い、解析を実行し ま
す。

9 点 1(Point 1) における、 変位時刻歴をプロ ッ ト する と きは、 結果 (Results) を右ク リ ッ
ク し、 応答グラ フ定義 (Define Response Graph) を選択し ます。

時刻歴グラ フ (Time History Graph)PropertyManager が、 現在の設定位置 (Predefined 
locations) ボ ッ クスで点 1(Point 1) がハイ ラ イ ト 表示される形で表示されます。

a) PropertyManagerのY-軸(Y-axis)にある表示成分(Component) で変位、UY: Y方向変
位 (Displacement, UY: Y displacement) を選択し、 単位 (Units) に in を選択し ます。

b) を ク リ ッ ク し ます。

応答プロ ッ ト (Response Plots) ボ ッ クスで頂点や点の指定を行わない場
合は、 結果オプシ ョ ン (Result Options)PropertyManager で指定し たス
テ ッ プに対する任意の節点における応答をグラ フ化する こ とが可能です。
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X 軸が sec、 Y 軸が in で次のグラ フが表示されます。

･ 応答グラ フでは、 スラムダン クの間、 バスケ ッ ト ボールリムで発振が発生し ているのが
明確に分かり ます。 最大の UY 変位は、 およそ 1.35 in です。 この値は、 リムにおける最
大の静的 UY 変位である 0.78 in を上回る ものです ( 静解析 (Static) ス タデ ィ の UY 変位プ
ロ ッ ト 参照 )。 リムは 0.32 sec 付近で安定し ます。 荷重が解除される と、 リムでは 0.8 
sec 付近で初期位置に修復されるまで、 自由振動が発生し ます。

･ 結果の精度をテス ト するには、 モー ド数を 10 にし て第 2 の動的ス タデ ィ を実行し ます。
応答結果にはわずかな違いが見られますが、 この例題では、 モー ド数に 5 を使用し た場
合の結果が十分に正確である こ とが分かり ます。 よ り大きいモー ド数が必要と なる場合
も、 多 く のケースで考えられます。

解析ス タ デ ィ

･ (P) 熱伝導解析ス タデ ィ に対する形態係数の計算が、 シ ェルに対し て改善されま し た。

･ (P) 以前のリ リースでは、 熱伝導解析ス タデ ィ における面の輻射は環境または他のモ
デル面のどち らかに対し てのみ行われま し た。 本リ リースでは、 環境と他のモデル面
への輻射を同時に行う こ とが可能です。

･ (A) 非線形ス タデ ィ での大ひずみ理論が、 すべての材料モデルに対し て強化され、 精
度の収束性が向上し ま し た。

･ NASTRAN へのエクスポー ト が改善されま し た。 新たに以下のフ ィ ーチャーがエクス
ポー ト されます :

･ ABAQUS に対し て、 静解析、 固有値解析、 座屈解析、 非線形解析、 および熱伝導解
析ス タデ ィ をエ クスポー ト できるよ う にな り ま し た。 メ ッ シュ、 材料プロパテ ィ 、 荷

･ 混在メ ッ シュス タデ ィ

･ ローカル拘束

･ 点 - 面および面 - 面の接触

･ 点 - 点、 点 - 面、 および面 - 面の接触

･ リ モー ト 荷重、 質量、 および変位

･ 弾性支持およびリ ン ク結合

静的変位

sec

in
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重、 および拘束のエ クスポー ト に加え、 以下のフ ィ ーチャーもエ クスポー ト されます
:

ABAQUS へエクスポー ト するには :

1 ス タデ ィ 名を右ク リ ッ ク し て、 エクスポー ト (Export) を選択し ます。

2 フ ァ イルの種類 (Save as type) で、 ABAQUS Files(*.inp) を選択し ます。

3 フ ァ イル名 (File name) ボ ッ クスにフ ァ イル名を入力し ます。

4 保存 (Save) を ク リ ッ ク し ます。

梁 (Beam) 

･ 混在メ ッ シュス タデ ィ では梁、 シ ェル、 ソ リ ッ ド を組み合わせる こ とができます。

･ ソ フ ト ウ ェ アが、 以下に示すジオ メ ト リ を梁と し て認識し ます。 サポー ト されるジオ
メ ト リ には、 押し出しおよびイ ンポー ト ジオ メ ト リが含まれます。 マージ されたジオ
メ ト リや複合ジオ メ ト リの認識は行えませんので、 注意が必要です。

･ 梁の中立軸を表示する こ とが可能です。 ジ ョ イ ン ト 編集 (Edit Joints) の結果 (Results)
で梁の線表示 (Show beams as lines) を選択し て く だ さい。

･ 荷重の適用が、 梁の全長さにわたって、 あるいは参照点に対し て可能にな り ます。 こ
の参照点はモデルの境界内にある必要があり ます。

･ 梁の全長さにわたって適用される荷重に対し ては、 荷重値または単位長あた り荷重値
を指定可能です。 梁の単位長あた りの荷重値を指定するには、 集中荷重 (Force) 
PropertyManager の単位 (Units) で単位長さ当た り (Per unit length) を選択し ます。

･ 梁の荷重と応力を一覧できます。 結果 (Results) フ ォルダを右ク リ ッ ク し、 梁荷重リ
ス ト 表示 (List Beam Forces) を選択し て く だ さい。 リ ス ト には、 2 方向の曲げ応力、
軸荷重、 ワース ト ケース応力等が含まれます。

･ せん断応力およびモー メ ン ト プロ ッ ト の作成が可能です。 結果 (Results) フ ォルダを
右ク リ ッ ク し、 select Define Beam Shear/Moment Plots. プロ ッ ト の種類には、 軸荷重、
2 方向のせん断荷重、 2 方向のモー メ ン ト 、 および ト ルクが含まれます。 問い合わせ
(Probe) を使用し て、 個々の鋼材レ イアウ ト に対する結果を一覧する こ と も可能です。

･ 点 - 面ボン ド

• 面 - 面ボン ド  (COSMOSDesignSTAR 2008 よ りサポー ト )

･ 点 - 面および面 - 面の接触

･ リ モー ト 荷重、 質量、 および変位

･ 剛性、 弾性支持、 およびピン結合
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デザ イ ン シナ リ オ (Design Scenarios)

デザイ ンシナ リ オが強化されま し た。 次を行う こ とができます :

･ ダイアログボ ッ クスのサイズを変更し、 よ り多 く の設定やパラ メ ータ を表示できるよ
う にな り ま し た。

･ 線形 (Linear)、 成長 (Growth)、 分布 (Distribute) の 3 種類の手法のいずれかで、 パラ
メ ータの値を自動入力できます。 この手法は、 Microsoft Excel におけるそれら と同様
のものです。 パラ メ ータ名を右ク リ ッ ク し、 シ リーズ充填 (Series Fill) を選択し て く
だ さい。

･ 各パラ メ ータの値を リ セ ッ ト または、 現在のモデル値をセ ッ ト し ます。 パラ メ ータ ま
たはセ ッ ト 名を右ク リ ッ ク し、 リ セ ッ ト (Reset) を選択し ます。

･ テーブル情報を、 Excel や Word のよ う な他の Microsoft 製品との間で相互にコ ピーで
きます。 コ ピーまたは入力対象とするテーブルのセルを選択し た後右ク リ ッ ク を行
い、 コ ピー (Copy) または貼り付け (Paste) を選択し ます。

･ 結果表示のために座標系を選択できます。 デザイ ンシナ リ オ (Design Scenario) ダイア
ログボ ッ クスの結果位置 (Result Locations) タ ブで座標系を選択 (Choose Coordinate 
System) を選択し て く ださい。

･ 静解析ス タデ ィ 内のデザイ ンシナリ オでは、 追加の結果タ イプが表示されます。 これ
らは、 デザイ ンシナリ オ結果サマ リー (Design Scenario Results Summary) およびグラ
フ (Graph) ダイアログボ ッ クスで確認する こ とが可能です。 新しいタ イプには、 X、
Y、 および Z 方向の変位 (UX、 UY、 UZ) および X、 Y、 および Z 方向の垂直応力 (SX、
SY、 SZ) が含まれます。 これらの新しいタ イプは、 選択し た頂点に対し て使用可能で
す。

大変位のサポー ト (Large Displacement Support)

静解析ス タデ ィ における大変位 (Large displacement) オプシ ョ ンが、 以下と共に動作するよ
う にな り ま し た :

･ 周期対称拘束

･ すべてのスプ リ ング結合 　 以前のリ リースでは、 圧縮のみと引張のみのスプ リ ングが
サポー ト されていませんで し た。

･ すべてのボル ト 結合

傾向 ト ラ ッ カ ー (P)(Trend Tracker)

傾向 ト ラ ッ カーは、 静解析ス タデ ィ の複数反復計算による結果の傾向の確認を支援する も
のです。 最初に特定の静解析を実行し た後、 基準を確立し ます。 次に、 ジオ メ ト リ、 荷重、
拘束等のフ ィ ーチャーに変更を加え、 再び静解析ス タデ ィ を実行し ます。 ソ フ ト ウェ アは、
新規反復計算と し て新しい結果を追加し ます。 

次のよ う な機能が含まれます :

･ 基準および全反復計算についての詳細を一覧する傾向ジャーナル。

･ 重要な結果量における傾向を表示するグラ フ。 デフ ォル ト グラ フの表示や ト ラ ッ カー
データグラ フの追加を行えます。

･ 全反復計算の変位と応力プロ ッ ト を表示できるギャ ラ リー。

･ デザイ ンシナリ オ との統合による、 反復計算の保存。
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･ ロールバッ ク機能による、 特定反復計算へのモデルリ ス ト ア。

荷重 と拘束条件 (Loads and Restraints)

･ 重力 (Gravity)PropertyManager の値ボ ッ クスに、 単位に応じ たデフ ォル ト 値が入り ま
す。

･ 参照点に メ ッ シュ コ ン ト ロールを適用できます。 メ ッ シャーはすべての参照点に節点
を作成し ます。 これによ り、 指定参照点に適用された荷重が、 正確な位置に適用され
ます。

･ 参照点に メ ッ シュ コ ン ト ロールを適用し な く ても、 静解析、 固有値解析、 および座屈
解析ス タデ ィ においては、 参照点に荷重を適用する こ とが可能です。 これらの位置に
節点が存在する とは限らないため、 ソ フ ト ウ ェ アは隣接する節点に荷重を適用し ま
す。 以前のリ リースでは、 頂点でのみ点荷重の適用が行えま し た。 この参照点はモデ
ル境界内にある必要があり ます。

ボル ト 結合 (Bolt Connectors)

ボル ト 結合は以下のよ う に強化されま し た :

･ (A) 非線形解析でボル ト 結合を使用する こ とが可能です。

･ 皿穴頭ねじ とボル ト をシ ミ ュ レー ト できます。

･ 頭とナ ッ ト の直径が等し く なるよ う に強制する こ とが可能です。

･ 2 つ以上のアセンブ リ構成部品を一緒にボル ト 結合ができます。 詳細設定オプシ ョ ン
(Advanced Options) のボル ト シ リーズ (Bolt series) を選択し、 中央の構成部品の円筒面
を選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 静解析ス タデ ィ のみ使用できます。

･ 解析にボル ト の質量を含むこ とができます。

･ ボル ト を対象にカ ッ ト する平面がある場合は、 対称ボル ト を定義し ます。 対称ボル ト
は 1/2 または 1/4 の対称に対し てのみ動作し ます。 詳細設定オプシ ョ ン (Advanced 
Options) の対称ボル ト (Symmetrical bolt) を選択し て く ださい。 1/2 対称に対し ては、
平面または対称な平坦面も選択し ます。 対称ボル ト は、 静解析ス タデ ィ でのみ使用で
きます。

･ グラ ン ド (Grounded) ボル ト は、 基礎ボル ト (Foundation Bolt) に変わり ま し た。

･ 穴シ リーズ内の 1 つの穴にボル ト を追加する場合、 ソ フ ト ウ ェ アによ り穴シ リーズに
含まれる他の全ての穴にボル ト を複製する こ とが可能です。

以前のリ リースでは、 穴の周りの分割ラ イ ン (Split Lines) を頭およびナ ッ ト の接触面と し て
選択し、 ボル ト を定義する こ とが可能で し た。 本リ リースのボル ト 定義では、 頭および
ナ ッ ト における穴のエ ッ ジの選択のみしか行えません。

ヘルプの 傾向 ト ラ ッ カーの概要 (Trend Tracker Overview) を参照し て
く ださい。

以前のリ リースにおいてボル ト 頭およびナ ッ ト の接触面を用いて定
義されていたボル ト を編集し た場合には、 適切なエ ッ ジの選択と直
径値の入力をプログラムが自動的に行います。
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ピ ン結合 (Pin Connectors)

･ 2 つのピン結合オプシ ョ ンの名前が変わり ま し た。 変位な し (No Translation) が止め輪
（変位な し） (With retainer ring (No translation)) に変わり、 回転な し (No Rotation) が
キー （回転な し） (With key (No rotation)) に変わり ま し た。

･ ピン結合に質量情報を含める こ とが可能です。 詳細設定オプシ ョ ン (Advanced 
Options) の質量を含む (Include mass) を選択し、 質量値を入力し て く だ さい。 この質
量は、 固有値解析と座屈解析、 および重力と遠心荷重が選択された場合の静解析およ
び非線形解析において使用されます。

メ ッ シ ュ (Mesh)

･ 混在メ ッ シュス タデ ィ では梁、 シ ェル、 ソ リ ッ ド を組み合わせる こ とができます。

･ 参照点に メ ッ シュ コ ン ト ロールを適用できます。 メ ッ シャーはすべての参照点に節点
を作成し ます。

･ 以前のリ リースでは、 接触条件を点 - 面 (Node to surface) や面 - 面 (Surface to 
surface) に変えた後は、 再メ ッ シュ を行う必要があ り ま し た。 本リ リースでは、 これ
らの変更で メ ッ シュが無効になる こ とはないため、 モデルの再メ ッ シュ を行う必要は
あり ません。

･ 以前のバージ ョ ンで使用されていた標準メ ッ シャーから、 曲率ベース メ ッ シャーが置
き換わり ま し た。 このメ ッ シャーは、 互換性のないボン ド結合が使用される固体部品
やアセンブ リ で動作し ます。 曲率の高い部分では細かい メ ッ シュ を生成し、 自動的に
メ ッ シュ変化させます。 下図に、 新しい メ ッ シャーで メ ッ シュ し たモデルを示し ま
す。



COSMOSDesignSTAR 2008 What’s New 15

新しい メ ッ シャーを使用するには、 メ ッ シュ (Mesh)PropertyManager でオプシ ョ ン

(Options) を ク リ ッ ク し、 曲率 (Curvature) を選択後、 を ク リ ッ ク し ます。

ボン ド と接触 (Contact and Bonding)

･ 以前のリ リースでは、 互換性のない メ ッ シュによる面 - 面またはエ ッ ジ - 面のボン ド結
合には、 点 - 面のボン ド結合アルゴ リズムが使用されま し た。 この手法では、 ボン ド結
合領域またはその周辺で不正確な応力が生成される場合があ り ま し た。

本リ リースでは、面 - 面またはエ ッ ジ - 面のボン ド結合に対し て、モルタル手法に基づい
た新しいアルゴ リズムが使用されます。 新しいアルゴ リズムでは、 連続的かつよ り正確
な応力と結合力を得る こ とが可能です。 また、 アダプテ ィ ブ h- 法を使用し ている場合
には、 収束までの時間も短縮されます。

この新手法を使用するには、 ス タデ ィ を実行する前に静解析、 座屈解析、 固有値解析プ
ロパテ ィ 内の互換性のない メ ッ シュのボン ド精度を改善 （遅い） を選択し て く ださい。
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･ 接触 (No penetration) およびシュ リ ン ク接
合 (Shrink fit) の接触オプシ ョ ンに対する面
- 面 (Surface to surface) オプシ ョ ン向けの
アルゴ リズムが、 静解析ス タデ ィ の小変位
解析に対し て改善されています。 このアル
ゴ リズムでは、 応力および接触荷重に対す
るよ り正確な結果が得られ、 アダプテ ィ ブ
h- 法を使用し ている場合には、 収束まで
の時間も短縮されます。

この 2 つのリ ングのシュ リ ン ク結合に対す
る von Mises 応力を表示し たものです。

結果表示 (Result Viewing)

･ (P) 時刻歴グラ フ がら非線形解析および落

下試験向けに強化されま し た。 以前のリ リースでは、 X 軸に対し て時間 (Time)、 応力

(Stress)、 変位 (Displacement)、 並進速度 (Translational Velocity)、 あるいは加速度

(Acceleration) の使用が可能です。 た と えば、 非線形解析や落下試験のス タデ ィ を実

行し た後、 von Mises 応力に対する合成変位をグラ フ化する こ とが可能です。

･ (A) 以前のリ リースでは、 非線形解析ス タデ ィ に対する リ ス ト を、 全ひずみについて

のみしか作成できませんで し た。 本リ リースでは、 プロ ッ ト や一覧の対象と なる、 ひ

ずみの種類を指定する こ とが可能です。 使用できる タ イプを以下に示し ます :

･ (P) 静解析ス タデ ィ の複数反復計算にわたる。 結果の差異を確認する こ とが可能です。

1-12 ページの傾向 ト ラ ッ カー (P) (Trend Tracker) を参照し て く ださい。

設計 イ ンサ イ ト 　 プ ロ ッ ト (P)(Design Insight Plots)

新しい設計イ ンサイ ト プロ ッ ト では、 荷重を最も効率的に支えているモデル領域を表示し
ます。 このプロ ッ ト は、 「荷重ﾊﾟｽ」 プロ ッ ト と呼ばれる場合もあり ます。 この情報によ り、
モデル材料を削減する こ とが可能です。

設計インサイ ト 使用するには :

1 DesignSTAR 2008\Geometry\COSMOS\Examples\DesignInsight.sldprt を開きます。

2 AnalysisManager ツ リーで Study 1 を右ク リ ッ ク し て、 実行 (Run) を選択し ます。

• 全ひずみ ( 混合ひずみ )

• 弾性ひずみ ( 修復可能なひずみ )

• 塑性ひずみ ( 修復不能なひずみ )

• 熱ひずみ ( 温度荷重に起因するひずみ )

• ク リープひずみ ( ク リープ効果に起因するひずみ )

ヘルプの設計イ ンサイ ト (Design Insight) 参照し て く ださい。
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3 解析が完了し たら、結果 (Results) フ ォルダを右ク
リ ッ ク し、 設計イ ンサイ ト プロ ッ ト 定義 (Define 
Design Insight Plot) を選択し ます。

4 PropertyManager において、 プロ ッ ト の内容が図
のよ う になるまでスラ イダを右に動かし ます。

を ク リ ッ ク し ます。

青で表示される領域は、 荷重の配分を効率的に
行う領域を示すものです。 プロ ッ ト の透過領域
は、 基のモデルの境界を示し ます。

この設計イ ンサイ ト プロ ッ ト を用いる こ と で、 モデルを下のよ う に更新する こ とが可能
です。 サンプル部品でコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンを切り替えて、 違いを確認し て く ださ
い。 設計者の手動によ り行われた、 荷重配分が少ない領域からの材料除去内容に注目し
て く だ さい。

前
後
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